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高融点材料であるタングステン(W) やモリブデン (Mo)は、強固な金属材料として表面科学の世界

で使用され来た。電界放射顕微鏡(FEM)に始まり、電界放射型走査電子顕微鏡(FE-SEM)、走査プ

ローブ顕微鏡(SPM)、そして伝導計測用のプローブとして幅広く使用されてきた。これらの高融点

金属材料の探針は主として、溶液を用いた化学エッチング法で作製されてきている。 

我々は、大気中においてW線およびMo線の端を、ガスバーナー炎内に僅か 1-3秒挿入するだ

けで、酸化物生成と昇華が生じ探針を作製できることを確認した。作製したW探針とMo探針が、

FEM、走査トンネル顕微鏡(STM)、伝導計測用の探針プローブとして実用可能であることを実証

した [1,2]。 

炎は、通常の LPガスと酸素ガスによるガスバーナー炎を使用した。炎の吹き出しを安定にする

ため、市販マイクロトーチを使用した。マイクロトーチ先端からの距離を L [mm]とする。炎は内

炎と外炎からなる。内炎は、炎吹き出し口から L = 5 mmまでの白色炎である。外炎は、L = 6 - 43mm

の青白炎である。Ir-IrRh熱電対を用いて計測した炎温度は、L = 5 mmで 2300 K (最高温度) を、L 

= 15 mmで 2100 Kを示した。 

W針は L = 5 mmで 2300 Kで作製できた。Mo針は L = 15 mmで 2100 Kで作製できた。炎に挿

入すると金属線表面ではWO3やMoO3が生成されるが、これらの蒸気圧は極めて高いため、生成

とほぼ同時に蒸発する。結果、W線や Mo線を機械研磨するのと同様に表面酸化膜が除去でき、

清浄なWやMo表面が出現した。なお、大気中で作製するため、作製後の表面は自然酸化される。 
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